
      令和 6年度 保健・福祉・医療実践発表会プログラム 

 

 

13：00   高知県看護協会 須崎・窪川地区支部   支部長挨拶 
 

13：05～14：05 
 
 

  講演 テーマ「能登半島地震における DMAT活動経験について」 
    講師 盛實 篤史 医師 （高知医療センター副センター長） 
       西谷 小夜子 看護師 （高知医療センター） 

14：05～14：15      休憩 

 

 

14:15～15：00  第 1群        座長  大西病院  三宮 佳奈          

演題 1  

 

 

演題 2 

 

演題 3 

 

演題 4       

         

私は 右大腿部切断患者へのアプローチ 

     ～日常生活機能動作が著しく改善した事例～ 

               白菊園病院   北村 美紀 

身体拘束解除にむけた取り組み 

             須崎くろしお病院  高橋 沙織 

地域包括ケア病棟における退院困難事例へのアプローチ 

        佐川町立高北国民健康保険病院  森本 真由 

業務改善による職場環境作りへの取り組み 

            須崎くろしお病院   戸田 久美子 

                          質疑応答 

15：00～15：10     休憩   

 

 

15:10～15：50  第 2群       座長  須崎くろしお病院 浪上 静香       

演題 1 新型コロナウイルス感染症が高齢者に及ぼす影響と現場での取り組み 

     介護老人保健施設 ヴィラフローラ   国吉 徳子 

演題 2 梼原町における保健、医療、介護連携のための取りくみ 

              国保梼原 病院   上田 祐平 

演題 3 

 

 

演題 4 

地域と病院をつなぐために 

      一陽病院・くらしサポート室の取り組み 

                 一陽病院   橋本 憲明 

福祉、医療、看護の連携に関する取り組みについて 

            須崎福祉保健所     島田 千沙 

質疑応答 

15：50～   閉会 

 

 


